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国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
民
健
康

保
険
で
負
担
す
べ
き
医
療
費
か
ら
、

国
、
県
の
負
担
金
な
ど
の
歳
入
を
見

込
ん
だ
残
り
の
額
を
、
医
療
分
と
介

護
分
の
所
得
割
額
、
資
産
割
額
、
均

等
割
額
と
平
等
割
額
に
按
分
し
て
税

率
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
医
療
分
の
所
得
割
額

は
世
帯
の
前
年
分
の
総
所
得
金
額
を
、

介
護
分
は
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
人
の
前
年
分
の
総
所
得
金
額
を

も
と
に
算
定
し
通
知
し
て
い
ま
す
。

八
月
の
通
知
額
は
、
確
定
し
た
年

税
額
か
ら
仮
算
定(

四
月
か
ら
七
月
ま

で)

で
既
に
課
税
し
た
税
額
を
差
し
引

い
た
も
の
で
、
そ
の
差
額
を
八
月
以

降
の
納
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
税
通
知
書
は
、
五
期
か
ら
十
二

期
ま
で
の
八
期
分
を
ま
と
め
て
通
知

し
ま
す
の
で
、
各
納
期
限
ご
と
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
納
税
通
知

書
を
八
期
間
使
用
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
医
療
分
の
財
源

は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
や
医

療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
、
国
の
補
助
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
医
療
機
関
な
ど

へ
の
国
保
か
ら
の
医
療
費
の
支
払
額

が
そ
の
ま
ま
税
額
に
反
映
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
が
医
療
費
を
大
切
に
使

う
心
構
え
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
介
護
分
の
財
源
は
六
十
五

歳
以
上
と
、
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳

ま
で
の
人
が
納
め
る
介
護
保
険
料
と

国
の
補
助
金
な
ど
で
賄
い
ま
す
。

国
保
加
入
者
の
四
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
の
人
の
介
護
保
険
料
は
国

保
税
と
一
緒
に
納
め
て
い
た
だ
き
、

介
護
分
の
財
源
と
し
て
毎
月
支
払
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
支
払
い
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
毎
月
の
納
期
ま

で
に
保
険
税
を
納
め
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。
国

保
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主
で
も
、

そ
の
世
帯
内
に
国
保
の
加
入
者
が
い

る
場
合
は
、
国
保
の
世
帯
主(

擬
制
世

帯
主)

と
み
な
し
て
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
状
が
発

送
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
め
な
い

で
い
る
と
、
通
常
の
保
険
証
の
代
わ

り
に
短
期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

納
期
限
か
ら
一
年
間
を
過
ぎ
る
と

保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、
代
わ
り

に
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

納
期
限
か
ら
一
年
六
カ
月
を
過
ぎ

る
と
、
国
保
の
給
付
が
全
部
、
ま
た

は
一
部
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
も
納
め
な
い
で
い
る
と
、

差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か
ら

滞
納
分
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
災
害
や
事
業
の
廃
止
な
ど
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

分
割
納
付
な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、

滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
納
付
方
法
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2

保
険
税
は
納
期
ま
で
に

医
療
費
を
大
切
に

国
保
税
を
納
め
る
人
は
？

も
し
も
の
と
き
に
大
変
で
す

みんなでささえる

国民健康保険
市民課国保係1内線３１３３

白沢町市民課1内線３１、利根町市民課1内線４５

医療分保険税の税率 保険税額→所得割額+資産割額+均等割額+平等割額の合計

介護分保険税の税率 保険税額→所得割額+資産割額+均等割額+平等割額の合計

区　　　　　　分

所得割額

資産割額

均等割額

平等割額

課税限度額

世帯内の加入者の所得に応じて計算

世帯内の加入者の資産(土地・家屋)に応じて計算

世帯内の加入者の人数に応じて計算

１世帯につきいくらと計算

保険税額が課税限度額を超えた場合は、限度額に
抑えられます

6.4%

27.8%

30,400円

28,800円

56万円

税　率

区　　　　　　分

所得割額

資産割額

均等割額

平等割額

課税限度額

世帯内の第2号被保険者の所得に応じて計算

世帯内の加入者の資産(土地・家屋)に応じて計算

世帯内の第2号被保険者の人数に応じて計算

第2号被保険者のいる世帯、1世帯につきいくらと計算

保険税額が課税限度額を超えた場合は、限度額に
抑えられます

1.2%

6.7%

9,300円

5,600円

９万円

税　率



介
護
保
険
料
は
、
世
帯
や
本
人
の

所
得
の
状
況
に
よ
り
六
段
階
に
分
け

ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
保

険
料(

年
額)

を
年
六
回
の
納
期
に
振

り
分
け
て
納
め
ま
す
。

今
回
、
平
成
十
八
年
の
所
得
が
確

定
し
、
十
九
年
度
の
所
得
段
階
別
保

険
料(

年
額)

が
別
表
の
と
お
り
算
定

さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
の
仮
算
定(

普
通
徴
収

の
場
合
は
一
期
･
二
期
、
特
別
徴
収

の
場
合
は
一
期
･
二
期
･
三
期)

は
前

年
度
所
得
段
階
を
基
に
算
定
し
、
本

算
定(

普
通
徴
収
の
場
合
は
三
期
か
ら

六
期
、
特
別
徴
収
の
場
合
は
四
期
か

ら
六
期)

は
、
年
額
が
確
定
し
た
後
に

仮
算
定
額
を
差
し
引
い
た
残
り
を
賦

課
し
ま
す
。（
仮
算
定
と
本
算
定
で
各

納
期
の
介
護
保
険
料
額
に
差
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

ま
た
、
特
別
徴
収
の
第
三
期(

八

月)

に
つ
い
て
は
、
仮
算
定
と
本
算
定

と
の
差
額
を
少
な
く
す
る
た
め
、
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
納
付
方
法

第
一
号
被
保
険
者(

六
十
五
歳
以
上

の
人)

の
介
護
保
険
料
の
納
入
方
法
は

二
通
り
あ
り
ま
す
。

①
特
別
徴
収(

年
金
天
引
き)

社
会
保
険
庁
な
ど
の
指
定
に
よ
り
、

年
金
か
ら
直
接
納
め
る
方
法(

老
齢
基

礎
年
金
や
退
職
年
金
、
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
な
ど
を
年
間
十
八
万
円
以

上
受
給
し
て
い
る
人)

②
普
通
徴
収(

直
払
い)

市
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
に
よ
り
、

金
融
機
関
な
ど
に
直
接
納
め
る
方
法

(

社
会
保
険
庁
な
ど
が
指
定
す
る
以
外

の
人
・
年
度
途
中
に
六
十
五
歳
に
到

達
ま
た
は
転
入
し
た
人)

■
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

介
護
保
険
は
介
護
の
必
要
な
人
を

社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
料
を
納
め

な
い
で
い
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
の
費
用
を
一
時
全
額
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
保
険
給
付

の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
さ
れ
る

な
ど
、
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
で

て
き
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
未
納

期
間
は
給
付
額
減
額
期
間
に
加
算
さ

れ
ま
す
。

納
入
を
忘
れ
て
い
る
介
護
保
険
料

の
あ
る
人
は
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
口
座
振
り
替
え
が
便
利
で
す

普
通
徴
収
の
人
は
、
金
融
機
関
な

ど
に
よ
る
口
座
振
り
替
え
が
便
利
で

す
。
納
め
忘
れ
の
無
い
よ
う
、
金
融

機
関
な
ど
で
の
口
座
振
り
替
え
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
介

護
保
険
係
1
内
線
７
７
２
５
３
へ
。

3 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

平
成
十
九
年
度

介
護
保
険
料
が
確
定

平成18年度、平成19年度の保険料額の特例

平成17年度税制改正(高齢者の非課税限度額の廃止)に伴い、市民税が非課税から課税になることにより、所
得段階が上昇する人については、その急激な負担の上昇を抑えるため軽減措置される場合があります。

別表　　所得段階別介護保険料額(年額)

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

20,800円

20,800円

31,200円

41,700円

52,100円

62,500円

所得段階

生活保護受給者、または老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非
課税の場合

世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の合計
が80万円以下の場合

世帯全員が市民税非課税で、上記に該当しない場合

本人が市民税非課税の場合(世帯に市民税課税者がいる)

本人が市民税課税で合計所得金額が200万円未満の場合

本人が市民税課税で合計所得金額が200万円以上の場合

金　額



●
受
給
資
格

児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
児
童
が
十
八
歳
に
な

る
日
以
降
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日

(

児
童
に
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
二

十
歳
に
な
る
日)

ま
で
の
間
、
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
、
ま
た
は

児
童
と
同
居
し
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
と
生
計
が
別

②
父
が
死
亡

③
父
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

④
父
の
生
死
が
不
明
で
あ
る

⑤
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
⑥
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
未
婚
の
母
の
子

⑧
父
母
と
も
に
不
明

た
だ
し
、
母
、
養
育
者
が
公
的
年

金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
や
、
児
童

が
次
に
該
当
す
る
場
合
は
受
給
資
格

が
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支

給
さ
れ
る
公
的
年
金
や
労
働
基
準

法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
補
償
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

〇
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付

の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き

○
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

○
児
童
福
祉
施
設
な
ど(

通
所
施
設

を
除
く)
に
入
所
し
て
い
る
と
き

〇
母
の
配
偶
者(
事
実
上
の
婚
姻
関

係
を
含
む)

に
養
育
さ
れ
て
い
る

と
き

※
平
成
15
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か

ら
既
に
５
年
経
過
し
て
い
る
と
き

は
、
受
給
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん

●
手
当
の
額

対
象
児
童
が
一
人
の
場
合
月
額
四

万
一
千
七
百
二
十
円
、
対
象
児
童
二

人
目
は
五
千
円
、
三
人
目
以
降
は
児

童
一
人
に
つ
い
て
三
千
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上
あ

る
場
合
は
、
手
当
の
一
部
ま
た
は
全

部
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

●
手
当
の
支
給

手
当
は
、
認
定
を
受
け
る
と
、
認

定
請
求
を
し
た
月
の
翌
月
か
ら
計
算

さ
れ
、
四
月
、
八
月
、
十
二
月
の
年

三
回
、
前
月
ま
で
の
四
カ
月
分
が
口

座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

●
手
当
の
減
額

手
当
の
受
給
開
始
か
ら
五
年(

対

象
児
童
が
三
歳
未
満
で
あ
っ
た
場
合

は
、
児
童
が
三
歳
に
な
っ
た
月
の
翌

月
か
ら
五
年)

経
過
し
た
と
き
は
、

平
成
二
十
年
四
月
分
か
ら
手
当
が
減

額
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
平
成

二
十
二
年
四
月
か
ら
は
、
受
給
開
始

五
年
未
満
で
あ
っ
て
も
離
婚
や
死
別

か
ら
七
年
以
上
経
つ
人
は
減
額
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

4
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児
童
扶
養
手
当

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
1
内
線
７
７
２
５
８

請
求
手
続
き
と
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

現況届を忘れずに
手当を受給している人は、年に一度、現況届により手当を

受ける資格について審査を受ける必要があります。該当者に

は通知をお送りしますので、期間内に手続きをしてください。

受付時間・場所

○８月13日(月)～17日(金)

午前８時30分～午後７時　東原庁舎２階会議室

○上記以外の日

午前８時30分～午後５時15分　東原庁舎１階社会福祉課窓口

白沢町、利根町に在住の人は、８月14日(火)、15日(水)、午

前８時30分から午後５時15分まで、各町振興局市民課窓口で

も現況届の手続きができます。

※現況届を提出しないと８月以降の手当は支給されません

期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)期間　８月１日～31日(土･日曜日を除く)



市
で
は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
学
校
区
単
位
で
地
域
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
川
田

地
区
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
る
実
践
的
な

訓
練
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

適
切
な
対
応
と
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

と
き

８
月
19
日(

日)

午
前
８
時
30

分
か
ら

と
こ
ろ

川
田
小
学
校

避
難(

誘
導)

訓
練

高
齢
者
や
児
童

な
ど
災
害
時
要
援
護
者
を
誘
導
し

安
全
に
避
難
を
行
い
ま
す

避
難
テ
ン
ト
設
営
訓
練

テ
ン
ト
を

設
置
し
避
難
場
所
を
確
保
し
ま
す

初
期
消
火
訓
練

消
火
器
な
ど
を
使

用
し
て
消
火
訓
練
を
行
い
ま
す

応
急
手
当
て
訓
練

中
央
消
防
署
員

の
指
導
で
応
急
手
当
て
の
訓
練
を

行
い
ま
す

炊
き
出
し
訓
練

非
常
食
を
利
用
し

て
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
す

ま
た
、
中
央
消
防
署
・
群
馬
県
防

災
航
空
隊
・
地
元
消
防
団
に
よ
る
救

出
救
助
や
消
火
訓
練
、
防
災
用
品
の

展
示
、
消
防
車
両
の
展
示
と
記
念
撮

影
も
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
訓
練
当
日
は
、
サ
イ
レ
ン
音
や
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の
騒
音
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。

国
民
保
護
計
画
は
、
国
民
の
安
全

安
心
の
た
め
の
計
画
で
す
。

近
年
、
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
な
ど
に
よ

り
ミ
サ
イ
ル
技
術
が
発
達
し
、
ミ
サ

イ
ル
の
脅
威
は
、拡
大
し
て
い
ま
す
。

一
九
八
〇
年
以
降
、
六
カ
所
の
地
域

紛
争
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
月
は
、
武
力
攻
撃
事
態
の
中
の

弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
と
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
地
下
サ
イ
ロ

や
自
走
式
発
射
機
、
潜
水
艦
な
ど
か

ら
発
射
さ
れ
、
遠
く
離
れ
た
場
所
に

あ
る
敵
の
軍
事
施
設
や
物
資
集
積

場
、
通
信
施
設
、
空
港
、
人
口
密
集

地
帯
な
ど
主
要
施
設
へ
の
攻
撃
に
使

用
さ
れ
ま
す
。

●
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
特
徴

・
ミ
サ
イ
ル
の
飛
翔
経
路
は
、
大
砲

の
弾
道
と
同
様
、
放
射
線
に
近
い

こ
と
か
ら
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
」
と

呼
ば
れ
、
最
高
高
度
は
時
速
約
百

〜
千
㌔
以
上
と
な
り
、
飛
翔
経
路

は
大
半
が
大
気
圏
外
と
な
り
ま
す

・
ミ
サ
イ
ル
の
速
度
は
大
気
圏
へ
の

再
突
入
時
が
最
速
に
な
り
音
速
の

６
倍
以
上
に
な
り
ま
す

・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
の
兆
候
を

事
前
に
察
知
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
発
射
さ
れ
た
段
階
で
攻
撃

目
標
を
特
定
す
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
、
短
時
間
で
着
弾
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す

・
弾
頭
の
種
類(

通
常
弾
頭
・
Ｎ
Ｂ

Ｃ
弾
頭)

を
着
弾
前
に
特
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
す

・
弾
頭
の
種
類
に
応
じ
て
被
害
の
程

度
と
対
応
が
大
き
く
異
な
り
ま
す

●
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
が
差
し
迫

っ
て
い
る
と
き
は
、
警
報
が
発
令
さ

れ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ

て
そ
の
内
容
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。
実

際
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た

と
き
は
そ
の
都
度
警
報
が
発
令
さ

れ
、着
弾
が
予
想
さ
れ
る
地
域
に
は
、

サ
イ
レ
ン
な
ど
に
よ
り
注
意
を
呼
び

掛
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
攻
撃

当
初
は
近
隣
の
堅
牢
な
建
物
や
地
下

街
な
ど
の
屋
内
へ
避
難
し
、
状
況
に

応
じ
て
行
政
機
関
か
ら
の
指
示
に
従

い
適
切
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
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防
災
訓
練

住
民
が
参
加
す
る
訓
練
内
容

核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言核兵器廃絶平和都市宣言
私たち沼田市民は、何よりも大切な平和を守り、人間
性豊かなまちづくりを目指しています。
しかし、今もなお核兵器は、私たちにとって深刻な脅
威となっています。
私たちは、すべての核兵器の速やかな廃絶を求め、真
の永久平和が実現することを願い、ここに｢核兵器廃絶
平和都市｣を宣言します。

恒久平和を願って
市では昭和61年３月20日に｢核兵器廃絶平和都市｣
を宣言し、平成18年５月に｢日本非核宣言自治体協議
会｣に加入しました。核兵器の廃絶と恒久平和の実現
を願い、平和啓発に努めています。
●パネル展
日本非核宣言自治体協議会の協力を得て、原爆写

真展示を開催します。
とき ８月７日(火)～15日(水)
ところ 市役所市民ホール
●平和祈念の黙とうを
戦争で亡くなった人たちのご冥福と、世界の恒久

平和を祈念して、１分間の黙とうを捧げましょう。
下記の時間にサイレン吹鳴、または防災行政無線で
放送を行います。
◎広島原爆投下 ８月６日(月)午前８時15分
◎長崎原爆投下 ８月９日(木)午前11時２分
◎戦没者追悼 ８月15日(水)正午

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
武
力
攻
撃
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
国
民
保
護
計
画

総
務
課
消
防
防
災
係
1
内
線
３
３
６
２

国
民
保
護
計
画
豆
知
識
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あなたの年金記録を
もう一度チェック

させてください

年金の窓口から

～被保険者・年金受給者の皆さんへ～

このたびの年金記録をめぐる問題については、大変ご心配を
お掛けしておりますことを、心よりお詫び申し上げます。

厚生労働省・社会保険庁

平成９年の基礎年金番号の導入以前には、転職や転居などにより、一人が複数の年金番号を持つ場合も生じていました
が、一人一番号の基礎年金番号を用いて、年金記録の確認を簡易・迅速に行えるようにしました。これまで、記録を結び
つけるための照会を全被保険者に行い、年金の請求時にも本人に確認してきましたが、まだ約5,000万件が基礎年金番号に
結びつけられていません。

・被保険者・年金受給者には、基礎年金番号に結びつけられている加入履歴を順次送付します。疑問があれば問い合わせ
ください
・5,000万件の記録を被保険者・年金受給者の記録と突き合わせ、未統合の記録がある可能性のある人にはお知らせします
・社会保険庁に記録がない場合には、領収書などの証拠がなくても、銀行通帳の出金記録、元雇用主などの証言を根拠と
して、第３者委員会で判断される仕組みを作りましたので、社会保険事務所へ申し出てください
・５年の時効を超えた場合でも、全額お支払いできるようになりました
・電話での問い合わせは、ねんきんあんしんダイヤル1０１２０-６５７８３０へ
・インターネットのＩＤ・パスワード方式による年金加入履歴の取得をご利用ください（http://www.sia.go.jp）
・下記の相談場所などもご利用ください。

各社会保険事務所では、｢毎月第２土曜日の相談日および月曜日の時間延長相談時｣に、予約による年金相談を実施して
いますのでご利用ください。前橋年金相談センター(前橋市亀里町ＪＡビル)では、平日に実施していますのでご利用くださ
い。なお、次の｢利用方法｣および｢予約制の申し込み電話番号｣を確認の上、間違えのないようにご利用ください。
○利用方法
・年金相談の予約は、１カ月前から電話または年金相談窓口でできます
・氏名、生年月日、住所、電話番号、基礎年金番号、ご相談内容などを伺います。配偶者の基礎年金番号もご用意ください
・予約時間を確認します。第２土曜日は、午前９時30分～午後４時、月曜の時間延長時は午後５時～７時まで
・当日は、予約時間の５分前までにお越しください。予約の受け付けは、定員になり次第、締め切ります。前の人の相談
が長引いた場合は、お待たせすることがあります。あらかじめご了承ください
○予約相談の実施日および申し込み電話番号
渋川社会保険事務所 毎月第２土曜日・第２月曜日実施1０２７９(２２)１６１１
前橋年金相談センター 平日実施　予約専用ダイヤル1０２７(２６５)００２３
※前橋年金相談センターでは、電話による相談は受け付けていません。年金相談にお越しの際は、年金手帳(基礎年金番号
通知)、年金証書、振込通知書など、本人であることが確認できるものを必ず持参してください。また、代理の人が相談
に来られるときは、委任状が必要となります
詳しいことは、渋川社会保険事務所1０２７９(２２)１６１１へ。

基礎年金番号にまだ統合されていない年金記録も、大切に保管しています

年金記録問題への新対応策を進めます

予約制による年金相談のご案内
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計
量
器
は
、
商
業
取
引
の
秩
序
を

保
ち
、
消
費
者
の
利
益
、
安
全
を
守

る
な
ど
、
生
活
す
る
上
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
必
ず
検
査

を
受
け
、
計
量
器
が
正
し
い
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

計
量
器
は
、
質
量
計
、
分
銅
、
重
り

で
次
の
場
合
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で

す
。

〇
商
店
、
工
場
、
事
務
所
な
ど
で
営

業
用
に
使
用
す
る
も
の

〇
学
校
、
保
健
所
、
病
院
な
ど
で
体

重
測
定
用
に
使
用
す
る
も
の

〇
病
院
、
薬
局
、
診
療
所
で
薬
の
調

剤
用
に
使
用
す
る
も
の

〇
農
家
、
農
協
な
ど
で
園
芸
農
産
物

の
出
荷
・
販
売
用
に
使
用
す
る
も

の
○
宅
配
便
の
取
次
ぎ
店
な
ど
貨
物
・

荷
物
の
計
量
に
使
用
す
る
も
の

〇
そ
の
他
取
引
、
証
明
に
使
用
す
る

も
の

は
か
り
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
時

は
、
生
活
課
市
民
生
活
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

日
程
は
、別
表
の
と
お
り
で
す
が
、

該
当
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

は
、
他
の
検
査
場
所
で
も
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
検
査
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す

は
か
り
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

生活課市民生活係1内線７７３５２

税務課資産税係1内線３１４８

住宅耐震改修に伴う

固定資産税の減額制度について
次の要件を全てそなえた住宅は固定資産税が一定期間減額されます。

要件
・昭和57年１月１日以前に建築された家屋であること

・建築基準法に基づく現行の耐震基準に適合した改修工事を行うこと

・改修工事に係る費用が30万円以上であること

・改修後の家屋の種類が住宅であること(併用住宅は、居住部分が1/2

以上ある場合に住宅部分のみ対象となります)

減額期間
平成21年までの改修･･･３年間

平成24年までの改修･･･２年間

平成27年までの改修･･･１年間

減税額
住宅１戸当たり120㎡までが1/2に減額されます。

期　　日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

９月13日（木）

14日（金）

18日（火）

19日（水）

21日（金）

25日（火）

27日（木）

28日（金）

10月１日（月）

２日（火）

４日（木）

11日（木）

南郷集会所

沼田市利根町振興局

白沢町創作館

沼田商工会館

下町住民センター

沼田商工会館

沼田市役所東原庁舎

ＪＡ利根沼田薄根支所

ＪＡ利根沼田川田支所

ＪＡ利根沼田川田支所

ＪＡ利根沼田池田支所

ＪＡ利根沼田沼田青果物集荷所

ＪＡ利根沼田利南支所

沼田市役所東原庁舎

午前10時～正午

午後１時～３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前10時～正午

午後１時～３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

利根町（根利・南郷・輪組・多那・二本松）

利根町（追貝・平川・大楊・高戸谷・老神・大原・園原・穴原）

白沢町

上之町・馬喰町・中町・坊新田町・下之町・鍛治町

榛名町・清水町・薄根町

東倉内町・西倉内町・柳町

高橋場町・材木町・西原新町・桜町・上原町・東原新町

薄根地区全域

下川田町

下川田町を除く川田地区

池田地区全域

横塚町・下久屋町・上久屋町・久屋原町

戸鹿野町・新町・沼須町・上沼須町・栄町

全地区未受検者

検査場所 検査時間 対象地区

平成19年度　特定計量器定期検査会場借用申請先一覧　はかりの定期検査日程表



市
民
体
育
大
会
が
、
八
月
十
二
日

(

日)

の
水
泳
の
部
を
皮
切
り
に
、
九

月
二
日(

日)

ま
で
、
十
五
競
技
・
十

八
種
目
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
十
月
七
日(

日)

に

開
催
さ
れ
る
市
民
大
運
動
会
と
合
わ

せ
て
、
市
内
十
支
部
対
抗
で
行
わ
れ

る
総
合
体
育
大
会
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
と
、
熱
い
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と
き

９
月
２
日(

日)

午
前
８
時
15

分
集
合
・
８
時
30
分
開
会

と
こ
ろ

沼
田
小
学
校
校
庭(

雨
天

の
と
き
は
、
同
校
屋
内
運
動
場)

8
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第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

第
37
回
沼
田
市
民
体
育
大
会

体
育
課（
市
民
体
育
館
内
）1
○
９
４
４
４

24

◆
総
合
開
会
式
◆

市民体育大会競技一覧
○得点競技

○オープン競技

種　目

水泳

ソフトテニス

ゲートボール

野球

サッカー

卓球

剣道

柔道

バドミントン

テニス

フェンシング

弓道

８月12日

８月26日

８月26日

９月２日

９月２日

９月２日

９月２日

９月２日

９月２日

９月２日

９月２日

９月２日

８月26日
９月２日
８月26日
９月２日
８月26日
９月２日
８月26日
９月２日

９：30

９：00

９：30

８：30

８：30

９：30

９：30

９：30

９：00

９：00

９：30

９：30

市民プール

沼田公園テニスコート

十王公園グラウンド

沼田中学校体育館

市民体育館

升形小学校体育館

薄根中学校体育館

沼田武道場

沼小講堂記念体育館

沼田南中学校体育館

沼田公園テニスコート

沼田東小学校体育館

白沢弓道場

運動公園野球場
沼田公園野球場
運動公園野球場
およびサブグラウンド
沼田中学校校庭
運動公園陸上競技場

９：30
９：00
13：00
９：30
９：00
９：00
９：30
９：30

バスケットボール
(一般男子)

ソフトボール
(一般男子・女子)

バレーボール
(一般男子・女子)
バレーボール
(ミセス)

期　日 開始時間 会　　場

スポーツ教室の参加者を募集
体育課（市民体育館内）1○24９４４４

市民体育館では、初心者でも安心して受講できるスポーツ教室を開催しています。友達づくりや生涯スポーツを探す
機会として、参加してみませんか。
申し込みは、受講料(保険料)を添えて、体育課（市民体育館内）1 ９４４４、白沢町教育支所1 ２２９１、利根町
教育支所1 ２１１１へ。

教 室 名
卓球教室

テニス教室

ソフトテニス教室

屋外テニス教室

９月４日～10月30日
毎週火曜日

９月５日～11月７日
毎週水曜日

９月６日～11月８日
毎週木曜日

９月７日～10月26日
毎週金曜日

９月６日～11月８日
毎週木曜日

午前10時
～11時30分

午前10時
～11時30分

午前10時
～11時30分

午後７時
～８時30分

午前10時
～11時30分

桑原　　弘さん
本多加代子さん
太田あや子さん
東宮　邦夫さん
加藤　公子さん
須田　和子さん
市体育指導員

太田あや子さん
小池信一郎さん

2,300円

2,500円

2,500円

2,300円

1,500円

８月31日(金)

９月３日(月)

９月４日(火)

９月５日(水)

９月４日(火)

ニュースポーツ教室
(パドルテニス)

月　　日 時　間 場所 受講料 講　師 申込締切回数 定員

市

民

体

育

館

８
回

40
人
40
人
40
人
40
人
50
人

10
回
10
回
８
回
10
回

※屋外テニス教室は、沼田公園テニスコートで行います

※

市民体育館のスポーツ教室 （受講料には保険料が含まれています）
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※印は新規の人のみ

トーク館教養講座＆スポーツ教室
対象 市内に在住、または在勤の30歳未満の勤労青少年(定員に満たないときには、年齢を問いません)
受講料 無料。ただし、教材費は受講者負担
申し込み ８月６日(月)午前９時から24日(金)午後８時までに、印鑑を持参の上、傷害保険料300円～(受講回数により
異なります)と教材費を添えてトーク館へ

トーク館教養教室＆スポーツ教室

勤労青少年体育センタースポーツ教室

勤労青少年体育センタースポーツ教室
対象 勤労者とその世帯の家族、一般市民
受講料 無料。今年度新規の人は、傷害保険料1,530円(事務手数料を含む)とテニスの教材費500円は受講者負担
申し込み ８月６日(月)午前９時から24日(金)午後８時までに、保険料を添えてトーク館へ

後期の受講生を募集します

勤労青少年体育センタースポーツ教室

トーク館教養講座＆スポーツ教室
トーク館(勤労青少年ホーム)1○24０１３５

曜日

曜日 講座・教室名 月　　日 回数 定員 教材費 講　　師

講座・教室名 月　　日 回数 定員 講　師
月
火
木
金

月

火

水

木

金

ダンベル体操
ソフトエアロビクス
卓球
テニス
中国式健康体操

簡単スピードお惣菜
花デザイン(フラワーアレ
ンジメント教室)
ヨガ入門編
ヨガ中級編
パドルテニス

英会話初級
ネイルアート
バドミントン

韓国語
イタリア料理
テニス

書道
中国語
ビーズアクセサリー
お菓子作り
いきいきエアロビック

シルバーアクセサリー
英会話中級
卓球

５回
８回

５回
５回
13回

15回
７回
15回

15回
５回
15回

15回
15回
６回
５回
10回

８回
15回
15回

20人
10人

30人
30人
20人

15人
16人
20人

15人
15人
30人

15人
15人
15人
10人
20人

６人
15人
30人

4,500円
5,000円

※1,050円
※1,050円
※500円

※210円
3,000円

※1,000円

※1,365円
5,000円
1,000円

500円
※210円
4,000円
4,000円

2,500円

300円

石垣　恵美さん
阿部　幸枝さん

高澤　妙子さん
高澤　妙子さん
嶋田　光男さん
大島　一克さん
石坂　　緑さん
林　　奈緒さん
沼田バドミントンクラブ
志賀　英一さん
堀　　貴代さん
原田　耕一さん
沼田テニス協会
東宮　邦夫さん
小池信一郎さん
戸丸　香堂さん
阿部　昌一さん
小川　恵子さん
金井喜美江さん
うすねニュースポーツクラブ
小野里順子さん
橋本　明彦さん
ランドル・ドーナさん
沼田利根卓球協会
風間　　忠さん

９月３日～10月22日
９月３日～12月17日

９月３日～10月22日
11月５日～12月３日
９月３日～12月17日

９月11日～12月18日
９月４日～10月16日
９月４日～12月11日

９月５日～12月12日
９月５日～10月３日
９月５日～12月12日

９月６日～12月13日
９月６日～12月13日
９月６日～10月11日
11月１日～11月29日
９月13日～11月15日

９月７日～10月26日
９月７日～12月21日
９月７日～12月21日

９月10日～12月３日
９月11日～11月13日
９月６日～11月１日
９月14日～11月16日
９月14日～11月16日

10回
10回
８回
10回
10回

60人
50人
30人
20人
20人

塩野　明美さん
小野里順子さん
本多加代子さん
戸丸　基雄さん
阿部　昌一さん
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「
こ
の
笑
顔

こ
の
豊
か
さ
に
は

税
が
あ
る
」

平
成
十
八
年
度
税
に
関
す
る
標
語

沼
田
税
務
署
長
賞
薄
根
中
学
校
木
榑

夏
美
さ
ん
の
作
品

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

を
促
進
す
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
、
新
た
に
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

次
の
要
件
を
す
べ
て
備
え
た

住
宅
は
、
固
定
資
産
税
が
一
年

間
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
要
件

●
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
存
在
す
る
住
宅

●
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修

が
行
わ
れ
た
も
の

●
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が

居
住
し
て
い
る
こ
と

▽
65
歳
以
上
の
人

▽
要
介
護
認
定
、
ま
た
は
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
る
人

▽
障
害
の
あ
る
人(

精
神
障
害
・
身

体
障
害
な
ど)

●
対
象
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事

▽
廊
下
な
ど
の
拡
幅

▽
階
段
の
こ
う
配
緩
和

▽
浴
室
の
改
良

▽
ト
イ
レ
の
改
良

▽
手
す
り
の
取
り
付
け

▽
床
の
段
差
の
解
消

▽
出
入
口
の
戸
の
改
良

▽
床
の
滑
り
止
め
化

●
一
戸
当
た
り
の
改
修
工
事
費(

自

己
負
担
額)

が
30
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

●
改
修
後
の
家
屋
の
種
類(

用

途)

が
住
宅
で
あ
る
こ
と

※
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居

住
部
分
が
家
屋
全
体
の
２
分

の
１
以
上
あ
る
場
合
に
、
住

宅
部
分
の
み
が
対
象
と
な
り

ま
す

■
減
税
額

翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
、
住
宅
一
戸
当
た
り
百

平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
が
、
三
分

の
一
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
賃
貸
住
宅
は
適
用
対
象
外
で
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
税
は
減
免
対
象

外
で
、
新
築
住
宅
や
耐
震
改
修
に

伴
う
減
額
を
受
け
て
い
る
期
間
に

つ
い
て
も
、
重
複
し
て
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。
な
お
、住
宅
一
戸
に
対
し

て
一
度
限
り
の
適
用
と
な
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
資
産
税

係
1
内
線
３
１
４
８
へ
。
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税
務
⑰

▽
自
然
浴
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
作
曲
演
奏

者「
イ
ザ
ナ
ギ
」に
よ
る
生
演
奏

※
開
花
状
況
に
よ
り
場
所
を
移
動

■
ふ
る
さ
と
ぬ
ま
た
の
物
産
展

と
き

８
月
11
日(

土)

と
12
日(

日)

午
前
９
時
〜
４
時

と
こ
ろ

駐
車
場

▽
沼
田
の
特
産
品
展
示
販
売

▽
伝
統
工
芸
士
に
よ
る
実
演「
沼
田

桐
下
駄
」

▽
下
駄
の
鼻
緒
付
け(

有
料)

―
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
―

■
親
と
子
の
木
工
広
場(

無
料)

と
き

８
月
12
日(

日)

午
前
９
時
〜

正
午(

８
時
30
分
受
け
付
け
開
始)

と
こ
ろ

駐
車
場

※
角
材
や
く
ぎ
な
ど
、
材
料
は
用
意

し
て
あ
り
ま
す
が
、
工
作
道
具
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
電
動
工
具

は
使
え
ま
せ
ん
。
荒
天
の
場
合
は

会
場
で
材
料
を
差
し
上
げ
ま
す

■
親
子
写
真
教
室(

無
料)

と
き

８
月
12
日(

日)

午
後
１
時
〜

３
時(

12
時
30
分
受
け
付
け
開
始)

と
こ
ろ

リ
ゾ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

※
カ
メ
ラ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

た
ん
ば
ら
ラ
ベ
ン
ダ
ー
パ
ー
ク
で

は
、「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
７
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
森
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
き

８
月
９
日(

木)

ま
で(

演
奏

時
間
は
、
午
前
10
時
〜
正
午
と
午

後
１
時
〜
４
時)

と
こ
ろ

ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑

楽しいイベントがいっぱい！ 夏のたんばらを満喫しよう

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
減
額
制
度
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
情
報

19
日(

日)

ま
で

ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

商
工
観
光
課
1
内
線
３
２
５
４
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「
女
性
が
元
気
で
な
い
と
街
に
活
気

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
女

性
同
士
の
付
き
合
い
が
地
域
を
活
性

化
さ
せ
ま
す
。
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割

は
、
女
性
の
頑
張
り
で
す
ね
」と
話
す

の
は
、
沼
田
ま
つ
り
で
千
人
お
ど
り

部
会
の
副
部
会
長(

沼
田
市
婦
人
会

長)

を
務
め
る
井
上
匡
子
さ
ん
。

千
人
お
ど
り
は
、
昭
和
三
十
四
年

ご
ろ
に
沼
田
公
園
な
ど
で「
輪
踊
り
」

と
し
て
始
ま
り
、
六
十
三
年
か
ら
は

「
流
し
踊
り
」と
し
て
披
露
さ
れ
て
い

る
沼
田
ま
つ
り
の
名
物
の
一
つ
。
毎

年
、
大
勢
の
人
が
列
を
作
り
、
踊
り

歩
く
さ
ま
は
見
る
人
を
圧
倒
す
る
。

「
大
勢
で
踊
る
と
と
て
も
楽
し
い
で

す
よ
。
老
若
男
女
、
誰
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。
街
が
、
み
ん
な
が

元
気
に
な
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の

人
に
参
加
し
て
欲
し
い
で
す
」

普
段
は
、
婦
人
会
長
と
し
て
会
議

や
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
忙
し
い
毎

日
を
送
る
井
上
さ
ん
。

「
沼
田
の
良
い
と
こ
ろ
を
再
発
見
す

る
た
め
に
、
女
性
に
で
き
る
こ
と
を
も

っ
と
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

女
性
の
力
で
街
を
元
気
に

井上匡子さん（東原新町）

千人おどり部会副部会長
（沼田市婦人会会長）

第
５
回

対象 市内に在住、または在勤の人
受講料 無料(教材費は、すべて実費負担）
申し込み ８月10日(金)から電話、または中央公民館窓口へ
※受付時間は、平日の８時30分から午後５時15分まで。すべて先着順で、定員になり次第受付終了
詳しいことは、中央公民館1○23０１４３へ。

表
札
か
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
、
そ

の
他
、
素
敵
な
小
物
を
作
り
ま
す
。

と
き

９
月
６
日(

木)

・
19
日(

水)

・

10
月
２
日(

火)

・
18
日(

木)

・
11

月
７
日(

水)

・
19
日(

月)

・
12
月

４
日(

火)

・
19
日(

水)

の
全
８
回
。

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま

で
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
工
芸
実
習
室

定
員

10
人

講
師

岡
田
恭
子
さ
ん

文
字
を
書
く
喜
び
を
再
発
見
し
ま

せ
ん
か
。

と
き

９
月
12
日
か
ら
11
月
14
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日(

全
10
回)

午
後

７
時
か
ら
９
時
ま
で

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
一
会
議
室

定
員

20
人

講
師

熊
澤
修
二
さ
ん

あ
な
た
の
思
い
が
い
っ
ぱ
い
に
詰

ま
っ
た
絵
手
紙
を
、
誰
か
に
送
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き

９
月
19
日
か
ら
１
月
30
日
ま

で
の
水
曜
日(

全
８
回)

午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
一
講
義
室

定
員

30
人

講
師

長
田
清
さ
ん

教
材
費

１
回
100
円(

は
が
き
代)

と
き

９
月
26
日
か
ら
11
月
28
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日(

全
10
回)

午
後

７
時
か
ら
８
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

定
員

30
人

講
師

金
子
加
代
子
さ
ん

９
月
か
ら
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
教
室

ペ
ン
習
字
教
室

絵
手
紙
教
室

ヒ
ッ
プ
ジ
ャ
ズ
教
室

トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例トールペインティングの作品例

楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！楽しくダンス！
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ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

７月３日(火)

甘くておいしいよ！
沼田市ブルーベリー組合開園式

ブルーベリー園が一斉にオープン。招待され
た利南幼稚園の園児たちは、熟れた実を次々
とほお張り甘酸っぱい旬の味を楽しみました。

７月７日(土)

親子で仲良く国際交流
スポーツレクリエーション＆ミニ・キッズイングリッシュ

沼小屋内運動場で開催され、親子連れなど90
人が参加。英会話教室やレクリエーションな
どを通して、外国人との交流を深めました。

６月24日(日)

かるたをしながら沼田を知ろう
第20回子ども会沼田かるた大会

沼田への愛情と知識を深めてもらおうと開催
され今年で20回目。参加した60チームの選手
たちは、楽しみながらも熱戦を展開しました。



水
道
水
を
安
心
し
て
使
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
水
質
検
査
計
画
に
基
づ

い
て
、
す
べ
て
の
水
道
施
設
で
定
期

的
に
水
質
検
査
を
行
い
、
安
全
を
確

認
し
て
い
ま
す(

検
査
の
内
容
な
ど

は
、
左
の
表
を
参
照)

。

水
質
検
査
計
画
の
内
容
お
よ
び
そ

れ
ぞ
れ
の
水
道
施
設
の
水
質
検
査
結

果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w
w
.city.n

u
m
ata.gu

n
m
a.jp
/

で
公
表
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
水
道
課
浄
水
係

1
内
線
７
５
３
１
へ
。
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７月８日(日)

100回目は上高地(長野県)へ
第100回市民ハイキング

節目の100回を迎え、今年は約120人が参加し
た市民ハイキング。梅雨の晴れ間と高原の素
晴らしい景色が、一行を出迎えてくれました。

平
成
19
年
度
水
質
検
査
計
画

※検査地点は、沼田公園給水栓。検査機関は、社団法人群馬県薬剤師会環境衛生試験センター

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

一般細菌
大腸菌
カドミウムおよびその化合物
水銀およびその化合物
セレンおよびその化合物
鉛およびその化合物
ヒ素およびその化合物
六価クロム化合物
シアン化物イオンおよび塩化シアン
硝酸態窒素および亜硝酸態窒素
フッ素およびその化合物
ホウ素およびその化合物
四塩化炭素
1,4-ジオキサン
1,1-ジクロロエチレン
シス-1,2-ジクロロエチレン
ジクロロメタン
テトラクロロエチレン
トリクロロエチレン
ベンゼン
クロロ酢酸
クロロホルム
ジクロロ酢酸
ジブロモクロロメタン
臭素酸
総トリハロメタン
トリクロロ酢酸
ブロモジクロロメタン
ブロモホルム
ホルムアルデヒド
亜鉛およびその化合物
アルミニウムおよびその化合物
鉄およびその化合物
銅およびその化合物
ナトリウムおよびその化合物
マンガンおよびその化合物
塩化物イオン
カルシウム、マグネシウムなど(硬度)
蒸発残留物
陰イオン界面活性剤
ジェオスミン
2-メチルイソボルネオール
非イオン界面活性剤
フェノール類
有機物など(全有機炭素(TOC)の量)
ｐＨ値
味
臭気
色度
濁度
残留塩素

毎月
毎月
年１回
年１回
年１回
年１回
年１回
年１回
３カ月ごと
年１回
３カ月ごと
年１回
年１回
年１回
年１回
年１回
年１回
年１回
年１回
年１回
３カ月ごと
３カ月ごと
３カ月ごと
３カ月ごと
３カ月ごと
３カ月ごと
３カ月ごと
３カ月ごと
３カ月ごと
３カ月ごと
年１回
３カ月ごと
年１回
年１回
年１回
年１回
毎月
年１回
３カ月ごと
年１回
年１回
年１回
年１回
３カ月ごと
毎月
毎月
毎月
毎月
毎月
毎月

100CFU/mL以下
検出されないこと
0.01mg/L以下
0.0005mg/L以下
0.01mg/L以下
0.01mg/L以下
0.01mg/L以下
0.05mg/L以下
0.01mg/L以下
10mg/L以下
0.8mg/L以下
1.0mg/L以下
0.002mg/L以下
0.05mg/L以下
0.02mg/L以下
0.04mg/L以下
0.02mg/L以下
0.01mg/L以下
0.03mg/L以下
0.01mg/L以下
0.02mg/L以下
0.06mg/L以下
0.04mg/L以下
0.1mg/L以下
0.01mg/L以下
0.1mg/L以下
0.2mg/L以下
0.03mg/L以下
0.09mg/L以下
0.08mg/L以下
1.0mg/L以下
0.2mg/L以下
0.3mg/L以下
1.0mg/L以下
200mg/L以下
0.05mg/L以下
200mg/L以下
300mg/L以下
500mg/L以下
0.2mg/L以下
0.00002mg/L以下
0.00002mg/L以下
0.02mg/L以下
0.005mg/L以下
5mg/L以下
5.8以上8.6以下
異常でないこと
異常でないこと
5度以下
2度以下
0.1mg/L以上

0CFU/mL
全て検出なし
0.001mg/L未満
0.00005mg/L未満
0.001mg/L未満
0.001mg/L未満
0.001mg/L未満
0.005mg/L未満
0.001mg/L未満
1.5mg/L
0.17mg/L
0.1mg/L未満
0.0002mg/L未満
0.005mg/L未満
0.001mg/L未満
0.001mg/L未満
0.001mg/L未満
0.001mg/L未満
0.001mg/L未満
0.001mg/L未満
0.002mg/L未満
0.004mg/L
0.004mg/L未満
0.002mg/L
0.003mg/L
0.01mg/L
0.02mg/L未満
0.004mg/L
0.001mg/L未満
0.008mg/L未満
0.01mg/L未満
0.04mg/L
0.03mg/L未満
0.01mg/L未満
8.2mg/L
0.005mg/L未満
13mg/L
39mg/L
102mg/L
0.02mg/L未満
0.000001mg/L未満
0.000001mg/L未満
0.005mg/L未満
0.0005mg/L未満
0.6mg/L
7.0～7.4
異常ではない
異常ではない
0.3度
0.1度未満
0.17～0.31mg/L

分　類
病原生
物
無機物
質・重
金属

一般有
機化学
物質

消毒副
生成物

色

味覚
色
味覚

発泡
かび臭

発泡
におい
味覚
基礎的
性状

水
道
法
に
基
づ
く
水
質
検
査
項
目

健
康
に
関
連
す
る
項
目

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連
す
る
項
目

水質基準項目 検査頻度 水質基準値 18年度年間最大値
平成19年度水質検査計画（沼田市浄水場）

その他



家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
に
目

を
向
け
る
と
、
心
の
ケ
ア
を
必
要
と

す
る
事
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。今
、

求
め
ら
れ
る
課
題
は
、
人
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
や
家

庭
の
教
育
力
の
向
上
で
す
。

初
級
講
座
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
基
礎
的
な
理
論
や
技
法
・
家
庭
教

育
の
あ
り
方
を
学
び
、
よ
り
よ
い
人

間
関
係
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

別
表
の
と
お
り(

全
10
回)

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９

時
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

ほ
か

定
員

15
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

受
講
料

無
料(

教
材
費
は
実
費)

講
師

利
根
沼
田
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

研
究
会
会
員

申
し
込
み

８
月
15
日(

水)

ま
で
に

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
２
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
上
州
神
輿
愛
好
會
凰
燕
會(

戸

神
町)→

五
万
五
千
円
▽
迦
葉
山
慕

情
愛
好
会(

下
発
知
町
）→

三
万
六

千
五
百
七
十
八
円
▽
沼
田
社
交
ダ
ン

ス
研
究
会
（
馬
喰
町
）→

六
万
円
▽

（
有
）
三
東
セ
リ
オ
友
の
会(

薄
根

町)→

十
万
円
▽
利
根
沼
田
地
区
労

働
者
福
祉
協
議
会(

白
岩
町)→

三
万

円

広報ぬまた 平成19年８月１日

平
成
十
一
年
に
県
の「
子
育
て

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」受
講

を
機
に
結
成
し
ま
し
た
。
子
育
て

中
の
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場
が
提
供
で

き
る
よ
う
に
と
、
内
容
を
検
討
し

な
が
ら
年
六
回
、
お
節
句
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
、
季
節
行
事
の
時

季
に
合
わ
せ
た
簡
単
な
昼
食
を
作

り
な
が
ら
集
い
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
手
づ
く
り
の「
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
」や
寸
劇
、
ク
イ
ズ
ゲ
ー

ム
で
子
ど
も
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
に

ぎ
や
か
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

ポケットクラブ
会員数10人
われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

168

14

（敬称略）

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級
講
座

平成19年度家庭教育カウンセリング初級講座日程
※修了者は、県生涯学習センター主催の指
導者養成講座の受講資格が得られます

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

９月４日(火)

９月11日(火)

９月18日(火)

９月25日(火)

10月２日(火)

10月９日(火)

10月16日(火)

10月23日(火)

10月30日(火)

11月６日(火)

開講式・オリエンテーション

「子どもの心を育てる」

「グループエンカウンター・人間関係づくり」

「子どもの心を理解する（その考え方と進め方）」

「心の問題の理解と援助」

「カウンセリングの考え方・進め方」

「カウンセリング実習」

「カウンセリング実習」

「自分の心を知る」

「子育て支援を考える」

「親子関係を学ぶ」

閉講式

期　日 講　座　内　容



○
補
助
対
象
事
業

地
域
の
活
性
化
や
課
題
解
決
を
目

的
に
、
新
た
に
取
り
組
む
事
業
や

既
存
の
活
動
を
拡
充
す
る
事
業

で
、
市
民
の
自
発
的
な
参
加
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
公
益
性
の
あ
る
事

業
と
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
事
業
で
す

・
市
民
協
働
を
進
め
て
い
く
た
め
に

必
要
と
認
め
る
事
業

・
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
と
認
め
る
事

業
○
補
助
対
象
者

・
５
人
以
上
の
構
成
員
で
、
そ
の
過

半
数
が
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
す
る
市
民
活
動
団
体
で
あ

る
こ
と

・
市
内
に
活
動
拠
点
を
有
し
、
市
内

で
活
動
し
て
い
る
こ
と

○
補
助
対
象
経
費

事
業
実
施
の
た
め
の
用
紙
・
封
筒

代
な
ど
の
事
務
的
な
経
費
、
会
場

使
用
料
、
ポ
ス
タ
ー
の
印
刷
費
、

看
板
作
成
費
、
イ
ベ
ン
ト
保
険
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
、
賞
品
代

(

相
応
な
額
の
範
囲)

な
ど

※
次
の
経
費
は
対
象
外
で
す

・
団
体
の
経
常
的
な
運
営
維
持
管
理

経
費

・
人
件
費
、
飲
食
費
、
備
品
購
入
費

・
そ
の
他
補
助
す
る
こ
と
が
、
適
当

で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
経
費

補
助
期
間

毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌

年
の
３
月
31
日
ま
で(

継
続
が
必

要
な
場
合
は
、
２
年
を
限
度
と
し

ま
す)

補
助
率
と
補
助
限
度
額

１
年
目
・

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

と
し
、
限
度
額
は
15
万
円
、
２
年

目
・
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１

以
内
と
し
、
限
度
額
は
10
万
円

※
こ
の
補
助
金
は
事
業
費
10
万
円
以

上
の
規
模
を
交
付
対
象
と
し
ま
す

審
査

市
民
に
よ
る
審
査
委
員
会
で

審
査
、
決
定
さ
れ
ま
す

申
請
期
間

８
月
31
日(

金)
ま
で
に

企
画
課
政
策
調
整
係
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
２
４
へ
。
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ご
活
用
く
だ
さ
い

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
町
や
地
区
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

新潟県中越沖地震被災地へ！
新潟県中越沖地震の義援金を受け付けています。
日赤群馬県支部沼田市地区および群馬県共同募金会沼田市支会では、新潟県中

越沖地震の被災地に贈る義援金の受け付けを行っています。

ご協力いただきました義援金については、日赤群馬県支および群馬県共同募金

会を通じて被災地へ送らせていただきます。受付窓口は次のとおりです。

受付窓口：市役所市民課、東原庁舎社会福祉課、白沢町振興局市民課、利根町

振興局市民課、中央公民館、利南公民館、池田公民館、薄根公民館、

川田公民館、沼田市社会福祉協議会

受付時間：午前８時30分から午後５時15分（土・日曜日、祝日を除く）

詳しいことは、社会福祉課社会係1内線77242、社会福祉協議会1○1990へ22

ぬまた環境フェスティバル
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資源を出すときのお願い
生活課廃棄物対策係1内線７７３７３・７７３７４

いらなくなった缶、びん、ペットボトル、プラスチック製容器、

古紙、金属、乾電池などは、新しく同じものや別のものを作る

ときの原材料として使うことが出来ます。効率よいリサイクル

を実施するため、正しい分別にご協力ください。

ペットボトル

※キャップをはずし、軽く水で洗ってくださ
い
※キャップはペットボトルと別の素材ででき
ていますので、必ずはずしてください

びん
〇茶色、無色、その他の色の３色に分けて別のコンテナへ出してく
ださい

紙類(新聞紙、段ボール、雑紙、紙パック)
〇種類ごとにまとめて出してください。

・新聞紙

新聞紙
（※広告の紙は混ぜないでく
ださい→広告の紙は雑紙）

※びん以外のガラス製品や陶磁器、電球などは燃やせないごみへ 〇一升びん(茶、緑)とビールびんは生びん(リ
ターナブルびん)になります。種類ごとに
まとめて、コンテナの外に出してください

※金属製キャップは燃やせないごみへ

○青色のコンテナへ入れてください

キャップは指定プラスチックとして出してく
ださい

※ペットボトル以外のプラスチック製容器を青色のコンテナへ入れ
ないでください。指定プラスチックへ

・段ボール

段ボール
（ガムテープ、ホッチキス針
などははずしてください）

・雑紙（ざつがみ）

広告の紙・雑誌・紙箱
包装紙など

・紙パック

裏が白い紙パック
（※裏が銀色のものは燃やせ
るごみ）
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飲料缶、缶詰缶
〇青い網の中に入れてください
※軽く水ですすいでください

指定金属
〇指定金属の袋に入れてください
※スプレー缶は必ず使い切るか、専用の器具により完全にガスを抜いてから出してください

乾電池
〇電池はレジ袋などに入れ
て出してください

指定プラスチック
〇黄色い指定袋へ入れてください。

※容器包装でない硬質プラスチック製品は、燃やせないごみ袋に入れてください

〇対象となるプラスチックは
「容器包装廃棄物」です。「容
器包装」プラスチックにはマ
ークが表示されています

※缶でも大きなもの(粉ミルクやお茶、海苔の缶)やペン
キなどの缶は指定金属に入れてください

※空き缶にたばこの吸い殻を入れないでください
(リサイクルできなくなってしまいます)

※アルミボトルのフタははずして燃やせないごみに入れ
てください

レジ袋など

・プラスチック製おもちゃ ・プラスチック製家電

・プラスチック製商品

・ペットボトル
のフタ・文房具、小型製品などのパッケージ

・シャンプー、洗剤、
台所用洗剤などの容器

・カップラーメンの容器
・コンビニ弁当の箱

・食品のパック
・食品のトレイ

・たれ、ドレッシングソース、
油、マヨネーズなどの容器

・食品容器

・大きな缶
・ブリキ缶

・スプレー缶

・鍋、やかん、フライパンなど・金属でできている製品



と
き

８
月
19
日(

日)

午
前
10
時
よ

り
と
こ
ろ

利
根
老
神
多
目
的
広
場
　

〜
神
輿
渡
御
・
老
神
温
泉
納
涼
花

火
大
会
・
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
〜

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
町
観
光
協

会
1

５
０
５
０
へ
。

責
任
技
術
者
の
資
格
取
得
試
験
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
を
希
望
す
る
人
は
、
所
定
の

用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格

下
水
道
排
水
設
備
工
事

な
ど
の
設
計
、
ま
た
は
施
工
の
実

務
経
験
が
３
年
以
上
あ
る
人

と
き

10
月
21
日(

日)

午
前
11
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ

高
崎
経
済
大
学(

高
崎
市

上
並
榎
町)

受
験
料

１
万
６
千
円(

当
日
の
受

験
講
習
料
を
含
む)

申
込
用
紙
の
配
布

８
月
１
日(

水)

〜
８
月
24
日(

金)

申
し
込
み

８
月
１
日(

水)

〜
８
月

31
日(

金)

※
申
込
書
の
配
布
や
受
付
窓
口
は
下

水
道
課
ま
た
は
白
沢
町
・
利
根
町

振
興
局
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
下
水
道
課
工
務

係
1

７
７
１
１
へ
。

草
木
が
生
い
茂
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
道
路
沿
い
の
樹
木
や
生
け
垣

な
ど
の
枝
葉
が
車
道
や
歩
道
に
は
み

出
し
て
い
る
場
所
を
見
か
け
ま
す
。

生
け
垣
が
せ
り
出
し
て
い
た
り
、

樹
木
の
枝
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
か
か

っ
て
い
た
り
、
標
識
が
見
え
な
か
っ

た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
？

民
地
の
樹
木
は
所
有
者
が
管
理
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
定
期

的
に
自
宅
や
事
業
所
な
ど
の
樹
木
を

点
検
し
、
安
全
な
道
路
を
確
保
す
る

た
め
に
剪
定
や
伐
採
な
ど
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
建
設
課
管
理
係

1
内
線
４
２
１
３
へ
。

運
動
は
、
体
の「
持
久
力
、
筋
力
、

柔
軟
性
」を
鍛
え
、
運
動
不
足
解
消
、

脂
肪
燃
焼
、
生
活
習
慣
病
を
改
善
さ

せ
る
と
と
も
に
、
脳
の「
粘
り
強
さ
、

力
強
さ
、
し
な
や
か
さ
」を
向
上
さ

せ
ま
す
。
運
動
を
通
じ
て
、
体
と
脳

を
鍛
え
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
５
日
〜
11
月
２
日
の

毎
週
金
曜
日(

全
５
回)

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

申
し
込
み

９
月
10
日(

月)

ま
で
に

介
護
予
防
係
へ
。

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
介

護
予
防
係
1
内
線
７
６
２
４
２
へ
。

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
玉
原
の

自
然
に
触
れ
な
が
ら
、
外
国
人
と
の

交
流
を
深
め
る
た
め
、「
玉
原
高
原
ハ

イ
キ
ン
グ
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」を
開

催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

８
月
25
日(

土)

午
前
８
時
30

分
市
役
所
玄
関
前
集
合

参
加
費

会
員
／
外
国
人
千
円
、
一

般
千
三
百
円
、
子
供
五
百
円(

小

学
生
以
下)

定
員

50
人(

先
着
順)

申
し
込
み

８
月
21
日(

火)

ま
で
に

代
金
を
添
え
て
事
務
局
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局(

企

画
課
内)
1
内
線
３
２
２
４
へ
。

夏
休
み
の
一
日
を
お
友
だ
ち
や
お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご

す
た
め
の
行
事
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

と
き

８
月
17
日(

金)

午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
多

４
階
目
的
ホ
ー
ル

内
容

人
形
劇(

劇
団
や
ま
ね
こ
座)

「
お
お
き
な
か
ぶ
」「
ふ
し
ぎ
な
笛

吹
き
」

参
加
費

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
1

１
９
９
０
へ
。
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お
知
ら
せ

第
５
回
　
と
ね
　
ふ
る
さ
と

風
の
ま
つ
り

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
実
施

樹
木
管
理
の
お
願
い

シ
ニ
ア
健
脳
教
室

玉
原
高
原
ハ
イ
キ
ン
グ

＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
ひ
ろ
ば

８月の

おはなしポケットは

お休みです



文
化
の
振
興
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
十
一
月
に

沼
田
市
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
の
団

体
・
サ
ー
ク
ル
の
日
頃
の
文
化
活
動

の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
31
回
県
民
芸
術
祭
協
賛

第
54
回
沼
田
市
文
化
祭

と
き

11
月
２
日(

金)

〜
４
日(

日)

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
・
４

階
、
中
央
公
民
館
ほ
か

申
し
込
み

８
月
15
日(

水)

ま
で
に

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ(

文

化
協
会
加
入
団
体
の
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
４
へ
。

初
め
て
の
出
産
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
な
る
人

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

と
き

９
月
15
日(

土)

午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

①
ビ
デ
オ
『
お
父
さ
ん
へ
』

②
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
の
講
話

③
お
父
さ
ん
の
妊
娠
体
験(

妊
娠

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
使
用)

④
赤
ち

ゃ
ん
の
お
風
呂
実
習

対
象

初
め
て
出
産
を
迎
え
る
夫
婦

定
員

16
組(

先
着
順)

申
し
込
み

８
月
６
日(

月)

か
ら
健

康
課
保
健
係
へ
直
接

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
０
２
へ
。

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
の
資

格
を
生
か
し
て
い
な
い
人
に
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。
登
録
は
無
料
で
、
最
新

の
医
療
・
看
護
技
術
・
講
習
会
や
求

人
情
報
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

も
う
一
度
あ
な
た
の
資
格
を
生
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
登
録
用
紙
は
、

健
康
課
保
健
係
に
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
０
３
へ
。

障
が
い
者
本
人
、
保
護
者
、
支
援

者
、
行
政
担
当
者
と
学
校
職
員
が
生

活
支
援
や
就
労
支
援
を
円
滑
に
行
う

た
め
の
地
域
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

８
月
21
日(

火)

午
後
２
時
〜

４
時
30
分

と
こ
ろ

利
根
沼
田
県
民
局

対
象
者

養
護
学
校
在
学
生
や
卒
業

生
と
保
護
者
、
福
祉
施
設
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
興
味

の
あ
る
人

詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
榛
名
養
護

学
校
沼
田
分
校
1

３
０
３
０
へ
。

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
個

人
と
事
業
主
の
、
労
働
条
件
な
ど
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル(

個
人
的
労
使
紛

争)

を
解
決
す
る
た
め
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
公
益
委
員
・
労
働
者

委
員
・
使
用
者
委
員
の
三
者
が
、
公

正
、
中
立
な
立
場
か
ら
両
者
の
間
を

調
整
し
て
、
話
し
合
い
に
よ
る
解
決

を
目
指
し
ま
す
。

対
象
者

県
内
に
あ
る
事
業
所
の
労

働
者
・
事
業
主

対
象
事
業

解
雇
・
雇
止
め
・
配
置

転
換
・
出
向
、
懲
戒
処
分
な
ど
、

労
働
条
件
そ
の
他
労
働
問
題
に
関

す
る
紛
争

費
用

無
料

申
請
方
法

所
定
の
申
請
用
紙

詳
し
い
こ
と
は
、
県
労
働
委
員
会

事
務
局
1
０
２
７(

２
２
６)

２
７
８

３
へ
。

市
長
へ
の
意
見
箱
が
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

ら
電
子
メ
ー
ル
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
沼
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
秘
書
課
広
報
広

聴
係
1
内
線
３
２
２
５
へ
。
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８月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

８月6.13.20.27.31日／
９月3.10.17.24.28日

30日（木）

29日
（水）

28日
（火）

24日
（金）

23日
（木）

22日
（水）

21日
（火）

16日
（木）

17日
（金）

15日
（水）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
講
座

両
親
学
級
を
開
催

文
化
祭
で
成
果
を

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か

地
域
生
活
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の

ト
ラ
ブ
ル
を
調
整
し
ま
す

市
長
へ
の
意
見
箱

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
登
録
を



と
き

９
月
１
日(

土)

午
前
11
時
〜

／
９
月
２
日(

日)

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ

利
根
観
光
会
館
ほ
か

内
容

９
月
１
日(

土)

そ
ば
打
ち
段

位
認
定
大
会(

初
段)

・
交
流
会
・

物
産
コ
ー
ナ
ー
・
写
真
展
示
・
盆

踊
り
大
会
・
温
泉
日
帰
り
入
浴

(

２
日
間
・
有
料
・
指
定
の
旅
館

に
限
り
ま
す)
な
ど

９
月
３
日(
日)
そ
ば
打
ち
認
定
大

会(

二
段)

表
彰
・
物
産
コ
ー
ナ
ー

・
写
真
展
示
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
老
神
そ
ば
祭
り

実
行
委
員
会
（
利
根
町
観
光
会
館
内)

1

５
０
５
０
へ
。

ふ
る
さ
と
文
学
賞
入
賞
作
品
の
朗

読
や
大
正
琴
の
演
奏
、
お
は
な
し
会

に
よ
る
朗
読
劇
が
あ
り
ま
す
。

参
道
を
し
ら
さ
わ
エ
コ
キ
ッ
ズ
に

よ
る
灯
明
が
、
ほ
の
か
な
明
か
り
で

会
場
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。

と
き

８
月
20
日(

月)

午
後
７
時
〜

と
こ
ろ

禅
定
院(

白
沢
町
尾
合)

入
場
料

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
白
沢
公
民
館
1

�
２
２
９
１
へ
。

内
容
「
森
林
と
環
境
・
電
子
レ
ン

ジ
で
炭
焼
き
挑
戦
」「
利
根
沼
田
の

水
を
考
え
る
」「
お
い
し
い
お
水
の

分
析
教
室
」「
悪
臭
問
題
を
考
え
る

ニ
オ
イ
分
析
・
脱
臭
に
挑
戦
」「
利

根
沼
田
の
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る
」

「
あ
な
た
が
つ
く
る
こ
れ
か
ら
の

利
根
沼
田
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
、

実
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
意
見

交
流
な
ど

講
師

群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校
教

授
　
小
島
　
昭
さ
ん

と
き

９
月
13
日
〜
10
月
18
日
の
毎

週
木
曜
日(

全
６
回)

午
後
７
時
〜

９
時

と
こ
ろ

利
根
沼
田
県
民
局

受
講
資
格

利
根
郡
・
沼
田
市
在
住

ま
た
は
在
勤
の
人

受
講
料

無
料

定
員

50
人(

先
着
順)

申
し
込
み

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
９
月
５
日(

水)

ま
で
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
利
根
教
育
事
務
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
所
1
�

０
１
６
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
１
８
０
、

E
m
ail:tonekyou@

pref.gunm
a.

jp/

へ
。

と
き

９
月
15
日(

土)

午
後
２
時
〜

５
時

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ(

グ
リ

ー
ン
ベ
ル
21
・
７
階)

演
題

公
開
講
演
会「
あ
な
た
の
笑

顔
、
何
よ
り
薬
！-

笑
い
は
が
ん

の
処
方
せ
ん-

」

講
師

昇
　
幹
夫
さ
ん
（「
笑
い
の

学
会
」
副
会
長
）

定
員

300
人

入
場
料

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
国
立
病
院
機
構

沼
田
病
院
1

０
８
５
９
へ
。

市
内
に
お
住
ま
い
で
七
十
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
を
対
象
に
、

保
養
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

と
き

９
月
18
日(

火)

〜
19
日(

水)

１
泊
２
日

と
こ
ろ

老
神
温
泉

対
象

市
内
在
住
で
満
70
歳(

８
月

１
日
現
在)

以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
人
で
白
沢
町
・
利
根
町
の
人
を

除
く(

白
沢
町
・
利
根
町
の
人
は

後
日
別
に
募
集
し
ま
す)

定
員

180
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

参
加
費

２
千
円（
当
日
集
め
ま
す
）

申
し
込
み

８
月
16
日(

木)

ま
で
に

各
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
ま
た

は
民
生
児
童
委
員
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
高

齢
福
祉
係
1
内
線
７
７
２
５
５
へ
。

20

広報ぬまた 平成19年８月１日

お
知
ら
せ

２
０
０
７
老
神
温
泉
そ
ば
祭
り

ふ
る
さ
と
夕
涼
み
会

医
療
講
演
会
の
お
知
ら
せ

温
泉
で
ゆ
っ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か

ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」大
学
出
前
講
座

歌を歌ったり、みんなとお
話

するのが大好きなりんたろ
う君。

最近買ってもらったお気に
入り

のバットとグローブを持っ
てパ

パのマネをしながら野球を
して

います。小学生になったら
野球

チームに入るんだ。(利根町
大原)

金子凜
りん

太
た

朗
ろう

くん（２歳11カ月）

���
���

月　 おしっこが近い子
火　 高齢者の頻尿
水　 腎孟腎炎
木　 膣カンジダ症
金　 まぶたがピクピクする
土･日 癌の早期発見・腫瘍マーカーの話

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
23日(木)歯科です。午後７時30分から９時ま
で。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

電話番号は、

市　役　所　23 ２１１１

白沢町振興局　53 ２１１１

利根町振興局　56 ２１１１
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「
初
秋
の
谷
川
岳
と
た
く
み
の
里
め

ぐ
り
」

と
き

９
月
８
日(

土)

と
こ
ろ

谷
川
岳
・
天
神
平
・
湯
檜

曽
公
園
・
た
く
み
の
里
・
桃
李
館

参
加
費

二
千
円
、(

リ
フ
ト
代
、

昼
食
代
含
む)

定
員

50
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

乗
降
地

Ｊ
Ｒ
沼
田
駅
ま
た
は
利
根

沼
田
県
民
局

申
し
込
み

８
月
27
日(

月)

ま
で
に

Ｆ
Ａ
Ｘ(

９
９
４
３)

、
は
が
き
、

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル(E
-m
ail:ry

oku
ka-tou

r@
p
ref.gu

n
a.jp
)

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
乗
降
地
を
明
記
の
上
、
〒
378

‐
０
０
３
１
沼
田
市
薄
根
町
４
４

１
２
沼
田
土
木
事
務
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
所
1
�

５
５
１
１
へ
。

平
成
二
十
年
沼
田
市
成
人
式
の
開

催
に
あ
た
り
、
実
行
委
員
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
式
典
当
日
ま
で
に
六
回

程
度
の
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
成

人
式
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

実
行
委
員
会
は
平
日
午
後
七
時
こ

ろ
よ
り
開
催
す
る
予
定
で
す
。

対
象

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
63

年
４
月
１
日
ま
で
の
生
ま
れ
で
、

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み

８
月
24
日(
金)
ま
で
に

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
２
へ
。

陶
芸
教
室

と
き

９
月
７
日(

金)

〜
12
月
21
日

の
金
曜
日(

全
10
回)

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

工
房
室

定
員

10
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

対
象
者

市
内
に
在
住
す
る
60
歳

以
上
の
初
心
者

内
容

形
成
の
基
礎
、
焼
成(

素
焼

き
・
本
焼
き
）、
施
釉
な
ど

受
講
料

無
料(

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
使
用
料
は
別
途)

教
材
費

１
万
円

申
し
込
み

８
月
26
日(

日)

ま
で
に

電
話
か
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
直
接

パ
ソ
コ
ン
教
室

と
き

８
月
21
日(

火)

〜
８
月
24
日

(

金)(

全
４
回)

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
室

定
員

12
人(

定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選)

対
象
者

市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以

上
の
人
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
初
め
て

触
れ
る
人

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
簡

単
な
文
章
・
年
賀
状
の
作
成
な
ど

受
講
料

無
料(

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
使
用
料
は
別
途)

申
し
込
み

８
月
12
日(

日)

ま
で
に

電
話
か
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
直
接

※
両
教
室
と
も
に
、
受
付
時
間
は

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

(

休
館
日
の
月
曜
日
は
除
く)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー
1

�
３
４
９
７
へ
。

み
な
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る

さ
と
に
つ
い
て
、
学
校
で
学
ん
だ
こ

と
、
地
域
で
や
っ
て
み
た
こ
と
、
家

族
か
ら
聞
い
た
こ
と
、
友
だ
ち
と
話

し
た
こ
と
な
ど
、
作
文
や
詩
に
し
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

小
・
中
学
生

応
募
内
容

作
文
・
詩(

原
稿
用
紙

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い)

応
募
締
切

11
月
９
日(

金)

応
募
先

〒
378
‐
０
１
２
１
白
沢
町

高
平
１
番
地
し
ら
さ
わ
望
郷
ク
ラ

ブ
事
務
局(

白
沢
公
民
館
内)

詳
し
い
こ
と
は
、
白
沢
公
民
館
1

�
２
２
９
１
へ
。

対
象
者

再
就
職
を
希
望
し
、
技
能

習
得
の
意
欲
の
あ
る
人(

年
齢
制

限
な
し)

訓
練
科

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
技
術
科
、

情
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
科
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
科
ほ
か

訓
練
期
間

６
カ
月(

10
月
〜
３
月)

会
場

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
群
馬

セ
ン
タ
ー(

高
崎
市
山
名
町)

定
員

15
〜
20
人(

訓
練
科
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）

費
用

無
料(

教
材
費
受
講
者
負
担)

申
し
込
み

８
月
29
日(

水)

ま
で
に

居
住
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク(

公
共
職
業
安
定
所)

へ
。

詳
し
い
こ
と
は
、
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
群
馬
セ
ン
タ
ー
訓
練
課
1
０

２
７(

３
４
７)

３
７
３
６
へ
。

体を動かすことが大好きな、
かんくんは、かのんちゃん(姉)
と公園を走り回ったり、スイミ
ング教室に行って泳いだりとい
つも大忙しです。特に水に潜る
のが大好きで、家のお風呂でも
お湯に潜って遊んでます。(柳町)

鈴木 奏
かな

玲
れ

くん（２歳５カ月）

募
　
　
集

沼
田
市
成
人
式
の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

各
種
教
養
教
室
の
受
講
者
を
募
集

お
の
ち
ゅ
う
こ
う

『
ふ
る
さ
と
文
学
賞
』作
品
募
集

職
業
訓
練
生
募
集

全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア

利
根
沼
田
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

バ
ス
ツ
ア
ー
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群
馬
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
就
業
支
援
講

習
会
」参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の

母
、
寡
婦

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

と
き

10
月
７
日(

日)

か
ら
12
月
１

日(
土)
ま
で
全
８
回(

40
時
間)

と
こ
ろ

中
央
総
合
学
院(

前
橋
市)

太
田
情
報
商
科
専
門
学
校(

太
田

市)

受
講
料

四
千
二
百
円(
資
料
代)

定
員

各
会
場
　
20
人

申
込
締
め
切
り

９
月
７
日(

金)
必

着
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
研
修

と
き

９
月
２
日(

日)

か
ら
１
月
ま

で(

講
義
58
時
間
、
実
技
講
習
42

時
間
、
実
習
30
時
間
、
計
130
時

間)

水
･
金
・
日
曜
日(

た
だ
し

水
･
金
曜
日
は
夜
間)

と
こ
ろ

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
ほ
か

定
員

30
人

受
講
料

五
万
五
千
円(

資
料
代
含

む)

申
込
締
め
切
り

８
月
20
日(

月)

必

着
※
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
希
望
す
る
講
習

名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・「
母
子
家
庭

の
母
・
寡
婦
」の
別
を
記
入
の
上

〒
371-

０
８
４
３
前
橋
市
新
前
橋

町
１
３-

１
２(

財)

群
馬
県
母
子

寡
婦
福
祉
協
議
会
へ(

定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
会
事
務
局
1

０
２
７(

２
５
５)

６
６
３
６
へ
。

今
年
も
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭「
ぐ
ん

ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
０
７
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。
か
る
た(

百
人
一

首)

の
種
目
に
つ
い
て
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

と
き

10
月
11
日(

木)

と
こ
ろ

群
馬
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
ぐ
ん
ま
ア
リ
ー
ナ

参
加
資
格

市
内
在
住
で
昭
和
33

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

(

競
技
か
る
た
経
験
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん)

申
し
込
み

８
月
15
日(

水)

ま
で
に

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
高

齢
福
祉
係
1
内
線
７
７
２
５
５
へ
。

仕
事
な
ど
で
平
日
に
は
相
談
が
で

き
な
い
人
の
た
め
に
、
精
神
科
医
師

や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
、
心
の
病
気

や
不
安
・
悩
み
を
持
つ
人
の
電
話
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
16
日(

日)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

専
用
電
話

０
２
７(

２
９
０)

２
９

２
０

費
用

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
県
精
神
保

健
福
祉
協
会
事
務
局(

群
馬
県
こ
こ

ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
内)

1
０
２
７

(

２
６
３)

１
１
６
６
へ
。

と
き

９
月
25
日(

火)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
２

階(

利
根
沼
田
県
民
局)

対
象

18
歳
未
満
の
人

実
施
内
容

・
子
ど
も
の
非
行
・
家
庭
で
の
養
育

や
し
つ
け
・
言
葉
や
発
達
の
遅

れ
、
性
格
な
ど
の
相
談
　
　

・
療
育
手
帳
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

な
ど
を
受
け
る
た
め
の
判
定
や
診

断
申
し
込
み

８
月
31(

金)

ま
で
に
社

会
福
祉
課
内
家
庭
児
童
相
談
室
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
相
談
室
1
内

線
７
７
２
０
１
へ
。

広報ぬまた 平成19年８月１日

募
　
　
集

就
業
支
援
講
習
会
参
加
者
募
集

百
人
一
首
大
会
に
出
場
し
ま
せ
ん
か

中
央
児
童
相
談
所
の
巡
回
相
談

相
　
　
談

こ
こ
ろ
の
相
談(

電
話
相
談)

なるくんは、昆虫がとにか
く

大好き。家には昆虫フィギ
ュア

がたくさんあるんだよ。最
近は、

パパとお兄ちゃんと本物の
カブ

トムシ捕りに行くのがとて
も楽

しみ。でも、生きている昆
虫に

は触れないのです･･･。(白岩
町)

赤崎 成
なる

くん（３歳）

電話番号は、

市　役　所 23 ２１１１

白沢町振興局 53 ２１１１

利根町振興局 56 ２１１１
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　　象　　者　　等

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
利根町振興局市民課1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

さわやか健康チェック

市 民 献 血

母子健康手帳交付

マタニティセミナー
（両親学級）

９月19日(水)

９月６日(木)

９月６日(木)

８月７日(火)

９月６日(木)

午後０時45分～１時45分

午前９時30分～10時30分

午後２時～２時30分

午前10時～11時30分

午前10時～正午

午後１時～３時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時～４時

(予約制)
初めて出産を迎える夫婦が対象。

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午前９時30分～11時

午後１時～３時

歯科健診・歯科相談・フッ素塗布を実施。持ち物：お子さんの歯ブラシと母子手帳。

９月のわんぱくクラブはお休みです。

９月の歯科相談はお休みです。

利根保健福祉センター

市保健福祉センター

市役所市民ホール

市保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

１歳６カ月児

３ 歳 児

こあらクラブ

２歳児歯科相談

４ カ 月 児

1 0 カ 月 児

１歳６カ月児

３ 歳 児

エンゼルクラブ

わんぱくクラブ

２歳児歯科相談

全地区。体脂肪率、血圧測定など

平成19年４月20日～５月12日生まれ

平成18年11月１日～11月28日生まれ

平成18年２月11日～３月 ８日生まれ

平成16年６月１日～６月29日生まれ

乳児（1歳未満）

保健ガイド ９月

ポリオ以外の予防接種は医療機関で実施しています。
詳しくは｢予防接種のお知らせ｣｢予診票綴｣｢予防接種と子どもの健康｣をご覧ください。

ふれあい福祉センター

９月の休館日
3．10．17．24日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
とき ８月９日(木)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定
とき ９月11日(火)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定・栄養相談
ところ ふれあい福祉センタ－

とき 8月6日･13日･20日･27日、9月3日･10
日･18日･25日／午後1時～3時

ところ 市保健福祉センター相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午
後５時

ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内線
７７２０１

とき 8月22日(水)、9月19日(水)午後1時30
分～4時／電話で予約を受け付けています。
※沼田市民に限ります。社会福祉課社会係
(東原庁舎内)1内線７７２４２へ

ところ 市保健福祉センター２階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30
分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公民館
２階事務室隣)
電話相談の場合は、1○23５４１１へ

とき 8月7日･14日･21日･28日の火曜日／午
前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 8月9日･16日、9月6日･20日の木曜日／
午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１
時～３時

ところ 市役所市民相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

家庭児童相談
(児童の養育や家庭の諸問題に関する相談)

法律相談(弁護士による相談）

青少年相談
(青少年健全育成・非行に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

９月の予防接種

健

康

診

査

育
児
相
談

健康
診査

育児
相談

平成18年２・３月生まれ

平成16年７・８月生まれ

乳幼児と保護者

平成17年７～９月生まれ

全市対象

本庁・白沢町振興局管内の人

利根町振興局管内の人

９月15日(土)

妊娠届出書をご持参ください。

９月12日(水) 

９月18日(火)

９月13日(木)

９月20日(木)

９月14日(金) 

16歳～69歳(65歳以上の人は、60歳～64
歳の間に献血経験がある人に限ります)



この広報は再生紙を使用しています

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
省
エ
ネ
を

長
か
っ
た
梅
雨
も
明
け
、
本

格
的
な
夏
の
到
来
と
同
時
に
沼

田
ま
つ
り
の
時
季
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
ま
つ
り
は
週
末
と

重
な
り
、
多
く
の
人
出
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
六

月
か
ら
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

沼
田
が
暑
く
燃
え
る
三
日
間
。

平
成
十
九
年
の
暑
い
夏
、
期
間

中
は
恒
例
の
夕
立
を
し
の
ぎ
な

が
ら
、
昼
夜
に
カ
メ
ラ
を
フ
ル

回
転
さ
せ
て
、
広
報
ぬ
ま
た
九

月
号
に
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
登
場
し
て
も
ら
え
る
よ
う

走
り
回
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市 県 民 税

国民健康保険税

介 護 保 険 料

国民年金保険料

２　期

５　期

３　期

７月分

納期限　８月31日(金)

今月の納税など
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毎
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１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

最
近
、
各
地
で
広
が
り
を
見
せ
て

い
る「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」。
地
球

温
暖
化
防
止
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

対
策
な
ど
に
効
果
が
あ
り
、
ア
サ
ガ

オ
や
ヘ
チ
マ
の
よ
う
に
、
つ
る
性
の

植
物
で
作
る
自
然
の
カ
ー
テ
ン
の
こ

と
で
す
。
市
役
所
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
も

「
ゴ
ー
ヤ
ー
」を
利
用
し
た
緑
の
カ
ー

テ
ン
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

夏
の
省
エ
ネ
、
一
度
試
し
て
み
て
は
。

本庁舎・北庁舎・東庁舎が
ISO 14001を認証取得

○23

○24

沼
田
ま
つ
り

古く、馬は神
しん

霊
れい

の乗り物と信じられ、社寺への祈願に際して馬を神にささげる習俗があった。しか
し、生馬献上

けんじょう

は容易でなく代わりとして木製や土製の馬形が使われた。中世以降になると絵
え

馬
ま

が出現
した。市内には先人の祈願や報謝による貴重な絵馬が多く残っている。三光院の観音堂には真田伊賀
守信利の夫人が生馬の代わりに奉納したといわれる牡牝一対の白馬が見られる。寺の十一面観世音(県
指定文化財)を欲心したが叶わず、寺を冷遇した伊賀守が仏罰に遭い、あやまり奉献したといわれる
｢あやまり灯

とう

籠
ろう

｣の伝説に伴い夫人が寄進したもので、現在の像は後刻のもののようであるが興味深い
白馬像である。 (沼田市文化財調査委員：金井竹徳)

シリーズ ⑬

三
さん

光
こう

院
いん

の白馬像(柳町)

すくすくと伸びる「ゴーヤー」のつる


